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先週末は瀬戸市で「せともの祭り」が開催されました。 

行った人は分かると思いますが、尾張瀬戸駅周辺の人だかりは凄まじいも

のになっていましたね。 
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電車もぎゅうぎゅう詰めで、あまりの人の多さに一本やり過ごして次の電

車に乗ることを選ぶ人たちもいたほど。 

でも、「これぞ祭り」という感じでした。 

ごったがえす人の集まりと熱気が、普段とは違う「ハレ」の雰囲気を存分

に演出してくれていたように思います。 

春にみんなで神輿（みこし）を担いだ「陶祖祭り」と、夏の終わりに開催

される「せともの祭り」。 

これは、瀬戸市の二大祭りということができるでしょう。 

ちなみに、焼き物の神様として崇められている人物が瀬戸市には二人いま

す。 

陶祖の加藤四郎と、磁祖の加藤民吉です。 

陶祖祭りは加藤四郎、せともの祭りは加藤民吉のお祭りでもあります。 

こうした地域の歴史も、心に留めておくと、より祭りが味わい深いものに

なるかもしれません。 

焼き物の祖をたたえる気持ち、感謝の気持ちが毎年大きな祭りを開催させ

るきっかけになっているからです。 

そういえば、教室にいるお地蔵さんに、先日ミルキーのお供え物がされて

いました。 
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これも、「何かを大切に思う気持ち」の一つの現れですね。 

祭りや神社なども、目には見えない何かを大切に思う気持ちが形になった

ものとみることもできます。 

いつか、４－１でも盛大な祭りが開催されるようになるのでしょうか。 

 
そうそう、昨日は水野くんからお土産をもらいました。 

あまりにうれしかったので、写真を一枚撮りました。 

素敵な笑顔ですね。 

 ☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit
https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit

